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東久美子 局長，国際協力銀行 奥田　碩 総裁及び京
都大学 国際交流推進機構 森　純一 機構長が，我が
国におけるグローバルビジネス人材育成に関して，
それぞれの立場より講演された。また，株式会社 
国際協力銀行 安間匡明 経営企画部長，株式会社 三
井住友銀行 北山禎介 取締役会長，米州開発銀行 式
部　透 顧問，三井物産株式会社 田中浩一 代表取締
役常務執行役員，独立行政法人日本貿易振興機構
（JETRO） 林　康夫 顧問，本学経営管理大学院 井
之上 喬特命教授および同 澤井克紀 副院長の各氏の
参加によるパネル・ディスカッションを行った。
本シンポジウムでは，板東局長より「大学の機能
を再構築し，大学教育の質的転換を図るためのガバ
経営管理大学院シンポジウム「グローバルビジネス人材育成を考える」を開催
 （渉外部）
白浜海象観測所 観測塔の見学・海象観測の実体験
「観測船から観測塔を見学する参加者」
原子炉実験所 アトムサイエンスフェア実験教室
「『DNA：見てみよう！ボクらのカラダの設計図』の
実験をする子どもたち」
北海道研究林 ミニ公開講座
「草木染の完成披露。植物や媒染液の違い
による染め上がりの確認」
京大農場オープンファーム2012
「イネの収穫を通じて，農業を体験する参加者」
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ナンスの充実・強化が不可避だ」との発言があり，
当大学院が取り組んでいる，高度化するグローバル
経済をリードできるビジネス人材育成に関して，新
たな知見や示唆を得て，盛会のうちに終了した。
工学研究科とマレーシアのマラヤ大学は，11月22
日（木），23日（金），両機関を拠点として実施してい
るJSPSアジア研究教育拠点事業「リスク評価に基づ
くアジア型統合的流域管理のための研究教育拠点」
の一環として第２回包括シンポジウムをマラヤ大学
にて開催した。
今回のシンポジウムは今後の事業展開のための情
報共有，議論を目的としている。若手育成という事
業目的に沿い，両国の若手研究者による発表セッ
ションも設けられた。日本からは実施組織代表者の
北野正雄工学研究科長，本学教員・学生，関連研究
者と学術協力課職員が参加した。
１日目のオープニングセッションではマレーシア
側コーディネーターのNik Sulaimanマラヤ大学教
授，日本側コーディネーターの清水芳久工学研究科
教授からの挨拶および研究進捗状況紹介の後，北野
工学研究科長，Awang Mahmudマラヤ大学副学長
補佐から両大学の学術交流の経緯と推進について感
謝と期待を込めた挨拶があった。続いて，マレーシ
ア側メンバーと日本側メンバーとの事業開始からの
交流の様子を綴ったスライドショーが上映された。
この後，Husaini bin Sulaimanマレーシア資源環
境省灌漑排水局長による基調講演，Jamaluddin 
Shaabanマレーシア国立水文研究所所長による特別
講演が行われた。午後には本学修士課程学生も含め
アジア研究教育拠点事業「リスク評価に基づくアジア型統合的流域管理のため
の研究教育拠点」第2回包括シンポジウムを開催
 （経営管理大学院）
挨拶をするNikマラヤ大学教授（左），
清水工学研究科教授（右）
パネルディスカッションの様子
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化学研究所は，12月７日（金）に宇治おうばくプラ
ザ・きはだホールで第112回研究発表会を開催した。
午前の部では，藤井知実助教が「レゾルシノール
代謝系酵素群の機能発現に関する構造基盤研究」，
柘植知彦助教が「形態形成に関与する遺伝子発現制
御機構」に関する研究発表を行い，その後，京大化
研奨励賞・京大化研学生研究賞の授与式ならびに受
賞者４名（京大化研奨励賞の千葉大地准教授［ナノス
ピントロニクス研究領域］と陳　威廷研究員［無機先
端機能化学研究領域］，京大化研学生研究賞の伊藤
雄樹氏［分子環境解析化学研究領域］と井上峻介氏
［レーザー物質科学研究領域］）の講演を行った。
午後からは，おうばくプラザ・ハイブリッドスペー
スで71件のポスター発表が行われた。その後，坂本
雅典助教が「ポルフィリンと金クラスターからなる
プラトン立体の構築」，茅原栄一特定助教が「環状白
金多核錯体を用いたシクロパラフェニレン（CPP） 
類縁体および高歪みCPPの合成」，後藤 淳准教授が
「有機触媒を用いた新しい型の制御ラジカル重合」，
長谷川 健教授が「気液界面にLangmuir吸着した単
分子膜の膜構造変
化と水和の相関解
析」，清水雅弘研
究員が「フェムト
秒レーザーアブ
レーションと金属
表面のナノ構造自
己形成」と題して
口頭発表し，いず
れについても活発
な質疑・討論が行われた。
本研究発表会は，一般，専門機関，所内から延べ150
名を越える参加者を得て，最先端の多彩な研究成果
が聴衆にわかりやすく発表され，また，ポスター発
表にも多数の参加者を得て，盛況のうちに終了した。
なお，終了後には，教職員・大学院生等約180名
が参加して，おうばくプラザ・ハイブリッドスペー
スで本会の懇親会が盛大に行われた。
 （化学研究所）
化学研究所「第112回研究発表会」を開催
た若手研究者８名が研究グループを代表して発表を
行い，多くの質疑応答を得て活発な情報交換の場と
なった。　
２日目は４研究グループ（水文，水質，環境リスク，
ガバナンス）ごとに今後の研究の方向性，若手研究
者育成計画，教科書作成計画等について具体的な議
論を進めるなど，100名を超える参加者を得たシン
ポジウムは盛会の内に幕を閉じ，今後の本事業の進
展に大きく貢献する機会となった。  （大学院工学研究科）
研究成果発表と質疑応答
二木史朗副所長（中央）と
受賞者４名（左から千葉准教授，陳研究員，井上氏，伊藤氏）
清水研究員の口頭発表の様子
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大野　豊先生は，10月27日
逝去された。享年88。
先生は，昭和21年東京帝国
大学第一工学部を卒業，運輸
省入省，日本国有鉄道を経て
同47年京都大学工学部教授に
就任された。昭和63年３月停年により退官され，京
都大学名誉教授の称号を受けられた。この間，昭和
53年に情報処理教育センター初代センター長に就任
され，学内での情報教育に先鞭をつけられた。
本学退官後は，京都高度技術研究所初代所長，立
命館大学理工学部長，関西TLO代表取締役社長等
の要職を歴任された。
先生は，鉄道技術研究所在任時代，国鉄座席予約
システムの自動化に取り組み，日本で最初の本格的
なオンラインリアルタイムシステムMARS-1の開発
に尽力され，昭和35年の東海道線特急を対象とした
運用，全国規模の「みどりの窓口」への発展に多大な
貢献をされた。その後，日本で初めて設置された情
報工学科の情報システム工学講座初代教授として赴
任され，ソフトウェア工学の草分けとしてその重要
性を説き，要求工学，ソフトウェア設計およびその
自動化，さらにはその体系化と発展に多大な寄与を
された。
また，情報処理学会第14代会長，日本ソフトウェ
ア科学会初代理事長，通産省情報処理振興審議会委
員等の要職を歴任された。これら一連の教育研究活
動，学会活動等により，昭和35年電気学会進歩賞，
同36年科学技術庁長官賞，同43年電子通信学会業績
賞，同46年紫綬褒章，同50年運輸大臣表彰，平成２
年情報処理学会功績賞，同８年勲二等瑞宝章，同13
年京都府文化賞特別功労賞等を受けられた。
 （大学院情報学研究科）
大野　　豊　名誉教授
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授が逝去されました。ここに謹んで哀悼の意を表します。以下に同名誉教授の略歴，業績等を紹介します。
猪木正道先生は，11月５日
逝去された。享年98。
先生は，昭和12年東京帝国
大学経済学部を卒業後，三菱
経済研究所，成蹊大学教授を
経て，同24年８月京都大学法
学部助教授，同年10月教授に就任，政治史講座，日
本政治外交史講座を担任された。昭和45年京都大学
を退官され，同53年まで防衛大学校長を，以後，平
成２年まで青山学院大学教授を務められた。また昭
和53年から平成８年までの間，平和・安全保障研究
所理事長，会長を歴任された。
先生は歴史的事象の背後に権力現象を見据えつ
つ，ドイツを中心に広くヨーロッパ近現代史を研究
され，数多くの後進を育てられた一方で，数々の画
期的業績をあげられた。先生の著作は膨大な数にの
ぼるが，その中で『政治変動論』は，旧権力の崩壊と
新権力の形成のプロセスを，権力核と民衆の心理分
析に着目しつつ，該博な政治学的知識を駆使して解
き明かしたものであり，以後の革命史研究に大きな
影響を与えた。『共産主義の系譜』，『独裁の政治思
想』，『独裁者』，『独裁の研究』（編著）は，全体主義
権力という20世紀に特有の政治現象を，その思想，
運動，組織に注目しつつ，斬新な理論的視座に基づ
いて分析したものであり，我が国における全体主義
権力，さらに独裁に関する研究の礎を築いたもので
ある。しかもここで提示された独裁概念は，途上国
における独裁にも適用可能なものである。
先生は京都大学時代に東南アジア研究センターの
設立に尽力される一方，この分野でも若手研究者の
育成に務められた。さらに，日本の近現代史にも強
い関心を抱き，豊かな比較史的知識に裏付けられて，
猪木　正道　名誉教授
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『評伝吉田茂』，『軍国日本の興亡』等，多大の業績を
あげられた。
先生の学問的業績を振り返るとき，それはまさし
く戦争と革命に明け暮れた20世紀という時代に真正
面から取り組まれたとの感をうける。とくに左右の
イデオロギー対立に引き裂かれた戦後の我が国の学
界，論壇にあって，同名誉教授は一貫してリベラル
な姿勢を貫き，学問研究に打ち込むかたわらで，す
ぐれた時代感覚に依拠しつつ，時々の時事的問題に
対しても健筆をふるわれ，時代の動向に大きな影響
を与えられた。なかでも日本の安全保障に関する論
説は，バランス感覚に富むもので，今日なお日本の
外交政策の指針となっている。また先生の活躍は海
外にも及び，ミュンヘン大学，スタンフォード大学，
コロンビア大学等で長期在外研究に携わるかたわら
で，数々の国際会議に招請され，講演，研究報告を
行われた。
これらの業績に対し，昭和56年に紫綬褒章，同61
年11月に勲一等瑞宝章を授与され，また，平成13年
11月には文化功労者として顕彰されている。
 （大学院法学研究科）
髙木俊宜先生は，11月７日
逝去された。享年87。
先生は，昭和22年９月京都
帝国大学工学部電気工学科を
卒業，同24年９月京都大学大
学院特別研究生前期修了後，
神戸工業株式会社に入社された。昭和40年７月同社
を退社，同年８月に京都大学工学部教授として着任，
電子装置講座を担任された。昭和63年３月停年によ
り退官され，京都大学名誉教授の称号を受けられた。
この間，昭和49年に大電力イオン源装置室，同53年
に工学部附属イオン工学実験施設を設立され，イオ
ン工学実験施設長（兼任）を務められた。
本学退官後は，昭和63年11月から平成９年６月ま
で株式会社イオン工学センター副社長，株式会社イ
オン工学研究所長を務められ，同９年６月から同17
年３月まで広島工業大学総長を務められた。
先生は，イオン源およびそれに関連したデバイス
製作技術の開発をはじめ，イオン工学という新しい
学術体系の確立を世に先駆けて提唱され，中でもク
ラスターイオンビーム技術の開発やイオン工学的手
法による新材料の開発に優れた研究業績を残され，
昭和61年に科学技術庁長官賞（功労者賞），同63年に
紫綬褒章および藤原賞を受けられた。
また，電気学会副会長や応用物理学会理事，イオ
ン工学振興財団理事をはじめ，文部省学術審議会，
科学技術庁航空・電子等技術審議会，通産省産業技
術審議会等の委員を歴任された。これらの一連の教
育研究活動，学界活動により，平成８年４月勲三等
旭日中受章を受けられた。
 （大学院工学研究科）
髙木　俊宜　名誉教授
田中　淡先生は11月18日逝
去された。享年66。
先生は，昭和44年３月に横
浜国立大学工学部建築学科を
卒業，同46年３月東京大学大
学院工学系研究科建築学専攻
修士課程を修了，同８月に同大学院工学系研究科博
士課程を中途退学し，同年９月より文化庁文化財保
護部建造物課に技官として就職された。その後，昭
和49年４月より京都大学人文科学研究所助手に転任
し，同60年４月助教授を経て，平成６年４月に教授
に昇任，同22年３月に定年退職され，京都大学名誉
教授の称号を受けられた。その間，先生は，東方部
の科学史部門（平成12年の研究所改組後は東方学研
田中　　淡　名誉教授
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ご意見・ご感想をお寄せください。
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究部文化表象部門）を担当され，この分野の研究を
主導されるとともに，京都大学大学院人間・環境学
研究科において永年にわたり大学院生の教育・指導
にもあたられた。また，数多くの外国人研究者を受
け入れ，台湾，ドイツ等の大学でも客員教授として
教鞭を執られるなど，国際的な学術交流にも顕著な
実績を残された。
先生は，中国の建築史，造園史の分野において際
立った研究を行われ，この分野における世界的な権
威として国内外の学者に広く認められている。先生
の主要な研究テーマは，中国建築の様式・技術・空
間の歴史的変遷に関する考察であり，中国現地での
フィールド調査と文献考証の両面を兼ね備えた総合
的研究を行われ，これまでの研究を飛躍的に発展さ
せた。人文科学研究所においては，共同研究班「中
国技術史の研究」「中国技術の伝統」「中国の生活空間
と造形」「伝統中国の生活空間」を組織して中国の技
術的伝統にスポットを当てた斬新な共同研究を推進
され，従来の科学技術史研究に新しい地平を切り開
かれた。それらの研究業績に対し，昭和56年に北川
桃雄基金賞，平成４年に浜田青陵賞を受賞された。
先生の社会的貢献としては，中国の唐長安城大明
宮含元殿遺跡，日本の吉野ヶ里遺跡をはじめ，日中
の遺跡復元プロジェクトにおいて指導的な役割を果
たされた。また，中国山西省平遥古城の世界遺産登
録に際し，認定のための特派専門家として現地調査
等の活動を行なわれたことが特筆される。
 （人文科学研究所）
前川暢夫先生は，12月２日
逝去された。享年91。
先生は，昭和19年９月に京
都帝国大学医学部を卒業さ
れ，同大学結核研究所副手を
経て，同年10月同研究所助手
に任用され，同28年７月医学博士（京都大学）の学位
を授与された。昭和31年５月京都大学結核研究所助
教授，同45年９月同大学結核胸部疾患研究所教授に
昇任，同59年３月停年により退官され京都大学名誉
教授の称号を受けられた。（昭和42年６月結核研究所
は結核胸部疾患研究所に改称された。）その後，昭和
59年７月和歌山赤十字病院副院長，同60年１月同病
院長の要職に就き，平成４年４月同病院名誉院長の
栄誉を受けられた。
この間，永年にわたり学生の教育，後進研究者の
育成，地域医療の貢献，結核及び各種呼吸器疾患に
関する基礎的並びに臨床的研究を行って医学の進歩
発展に尽力された。また，昭和45年10月から同49年
10月まで京都大学結核胸部疾患研究所附属病院長，
同51年10月から同55年10月まで同研究所長として同
研究所附属病院ならびに研究所の運営と発展に貢献
すると共に，京都大学評議員として歴代総長を補佐
し，大学の運営にも貢献された。
また，日本胸部疾患学会評議員・理事・名誉会員，
日本化学療法学会評議員・西日本支部総会長，日本
結核病学会評議員・理事・会長・総会会長・名誉会
員，日本内科学会評議員，日本肺癌学会評議員，日
本アレルギー学会評議員，和歌山いのちの電話評議
員などを歴任された。
 （再生医科学研究所）
前川　暢夫　名誉教授
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